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期開講科目「心理学実験Ⅰ」 (高濱, 2020) に続き、コ
ロナ禍における 2020 年度後期開講科目「心理学実験




2020 年度後期開始時期である 2020 年 9 月は、対面
で授業を開始した。あわせて、感染症拡大の状況に応







                                                          
1 本報告は、愛知みずほ大学・愛知みずほ短期大学「遠隔授
業グッドプラクティス」 (2020年 12月 17日実施) の発表の
一部である。 

























行った (1 回あたり 30 分程度)。 
2) ハイブリッド授業 (対面授業と遠隔授業 (オンラ
イン) の併用) 






























1) 「思考」 実習 
2 人 1 組になって実験者役と実験参加者役を経験し
ながら「ハノイの塔」を用いたプロトコル分析を行い、
実習レポート執筆には個人データを用いた。あわせて




2) 「他者との相互作用」 実習 











Microsoft Forms により回答提出を求めた。 
4) 「対連合学習」 実習 
単語の有意味度による対連合学習のプロセスの違い
を検討し、実習レポートを作成した。対連合学習のた
め の 刺激 は カタ カ ナ 2 文 字 とし 、 Microsoft 
PowerPoint を使用して提示した。2 人１組で実験者役
と実験参加者役を経験しながらデータ収集し、
Microsoft Forms により回答提出を求めた。 
5) 「プライミング」 実習 
語彙判断課題を用いた連想プライミング効果を調べ
ることにより、意味記憶の貯蔵と検索の様相を検討し、
実習レポートを作成した。2 人 1 組になって実験者役
と実験参加者役を経験しながら語彙判断課題を実施し
た。なお、実験プログラムは Excel Visual Basic for 








6) 「神経心理学的検査」 実習 






















8) 「SD 法」 実習 



































の開始等について (通知).  
https://www.mext.go.jp/content/20200324-mxt_kouhou0
1-000004520_4.pdf （最終閲覧日 2020 年 9 月 30 日） 
高濱 祥子 (2020). 小規模大学における新型コロナウイルス
感染症対策下の「心理学実験」実施報告. 瀬木学園紀要, 17, 
65-69. 
 
利益相反 
本論文に関して、開示すべき利益相反関連事項はな
い。 
